






〈序言〉 

 腎尿路系の疾患の早期発見早期治療における学校検尿の成果は多大である。しかし発見

時すでに不可逆的なあるいは手術不可能な状態に陥っている患児も少なくない。 

 就学前の幼児期に腎尿路系序患とくに泌尿器科的な疾患の早期発見を大きな目的の 1つ

として 3歳児の検尿がもくろまれている。 


